
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

パナソニックデバイス株式会社　ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ&ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ社　ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾘｭｰｼｮﾝ事
業部は、上位組織のﾊﾟﾅｿﾆｯｸｸﾞﾙｰﾌﾟ「環境宣言」及び、ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ&ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ
社「環境方針」を受け、電子部品の製造・販売を通して、国・地域の法規制・条
例・協定及びｶｽﾀﾏの必要な要求事項を順守し、地球・地域・工場環境の汚染予防、
並びに環境貢献と事業成長を両立する環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを推進する。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

・法律及び条例等の遵守事項については、定期的な監視・測定を
実施し、順守事項の評価を行っている。
・法律及び条例の要求事項から逸脱する事例は発生していない。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

①省エネルギー：上記取組みを実施することにより生産数CO2原単位は
14.4％良化し、計画達成。

②コンプライアンス：違反ゼロで計画達成。

③リスク：環境品質事故ゼロで計画を達成。

基 本 方 針

①省エネルギー：レンズの生産性向上
②コンプライアンス：・下水道排水基準の遵守
　　　　　　　　　　・地下水基準値の遵守
　　　　　　　　　　・ｱｽﾍﾞｽﾄ、ﾌﾛﾝ内臓設備適正管理
　　　　　　　　　　・危険物倉庫、薬品倉庫、排水処理施設、
　　　　　　　　　　　有害貯蔵物質貯蔵施設の適正管理
③リスク：購入部品環境負荷物質管理、サプライヤ監査の実施
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環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

京都府京田辺市大住浜55番12号

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　　 平成30年　7月24日

パナソニックデバイス日東株式会社

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

ISO14001（2015年度版）改訂により環境マネジメントシステムの
見直しを実施。
・環境目標の設定に際し、「外部・内部の課題」、「利害関係者
の要求事項」を考慮して「リスク及び機会」を明確にし、『取組
み計画展開表』の作成を追加。
・EMSの有効性評価シートを追加。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

①省エネルギー：超小型化レンズ対応8ヘッドマルチ機の導入実施済
み。
　
②コンプライアンス：上記内容について実施済み。
　
③リスク：上記内容についてすべて実施済み。

認 証 番 号

①省エネルギー：CO2生産数原単位：'17年度比1％削減

②コンプライアンス：違反ゼロ
　
③リスク：環境品質事故ゼロ

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


